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福井県文書館

　たより第22号をお届けします。今号では今年2月にリニューアルした当館のホーム

ページや検索システムの紹介と、新出の橘曙覧歌集を特集しました。今後とも文書

館に親しみをもって利用していただくために、さまざまな取組みを行っていきます。
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お知らせ

ご利用案内

■フレンドリーバス（無料）をご利用ください。

■開館時間

　午前9時から午後5時まで

■休館日

　月曜日（休日は除く）

　休日の翌日（土、日、休日は除く）

　文書等点検期間（年間10日以内）

　年末年始（12月28日～1月4日）

　清掃整理日（12月以外の第4木曜日、休日の場合は翌日）

編 集 後 記

平成26年12月7日（日）13:30～15:00
「越前に出された秀吉の禁制」（仮）

　講師：藤井 讓治 氏（京都大学名誉教授）
　会場：福井県立図書館多目的ホール
　定員：70名（要事前申込）

平成27年2月22日（日）13:30～15:00
「県外人がみた福井羽二重産地」（仮）

　講師：木村 亮 氏（福井大学教授）
　会場：福井県立図書館多目的ホール
　定員：70名（要事前申込）

文書館専門講座のご案内
　昨年度より、当館の記録資料アドバイザーによる専門講座「ふくいの歴史資料を読み解く」を開催
しています。今年度の開催予定は以下の通りです。　　　　　　   ＊問合わせ・申込みは文書館まで。

　今年度の『福井藩士履歴』3福井県文書館資料叢書11は、平成27年3月末ごろ発刊予定です。既刊
に続く「け～そ」の準備を進めています。
　既刊資料叢書と同様に希望者には文書館閲覧室あるいは送料実費負担にて配布します。

叢書発刊のお知らせ

■ 第1回 ■ ■ 第2回 ■

8

アーカイブズ



　福井県文書館のホームページや検索システムが新しくなって半年。

便利になった目録データベースや新しいページを紹介します。

　資料検索（デジタルアーカイブ）では、歴史的公

文書・古文書・行政刊行物・写真・県報・新聞記事

をまとめて検索できるようになりました。

　あわせて、松平文庫・県立図書館貴重資料もまと

めて検索できるようになりました。

　総合トップページ（http://www.library-archives.pref.fukui.jp/）

の検索窓からは、文書館と県立図書館・若狭図書学

習センターの資料の横断検索ができます。

　福井県内の市町立図書館、大学・短大・高専図書

館、県立図書館・文書館・若狭図書学習センターの

所蔵資料を横断検索できます。

　国立公文書館が提供する横断検索。現在、当館の

ほか埼玉・東京・三重・大阪・奈良・岡山・福岡の

都府県文書館、神戸大学、国立国会図書館、国立情

報学研究所が参加しています。思いがけない資料が

みつかるかもしれません。

●閲覧室の端末からは、古文書資料を中心に13万件、290万点の画像を見ることができます。

　ピンポイントでの閲覧はとても便利に！

●松平文庫・越前史料複製本、図書館マイクロフィルムの閲覧も、文書館閲覧室で受け付け

　ています。
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▲総合トップページ

▲文書館トップページより

閲覧室での閲覧も便利になりました！

特集１　動きはじめたデジタルアーカイブ

●文書館の資料を横断的に検索①

●文書館と県立図書館の資料を横断検索 ②

②
●文書館と福井県内図書館等を横断検索 ③

●国立公文書館横断検索にも参加④

（国立公文書館サイトへリンク） ③ 

⑥ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑤ 

① 

あちこち まとめて検索
●検索結果に　　　　がついている時には、クリックすると資料の画像を見ることができます。

　　現在web上に目録件数24,000件、カラー画像21万点を提供しています（平成26年9月末）。

　公開している目録件数に比べれば、まだまだわずかな数ですが、コツコツと確実に増やして

　います。

　展示や講座、閲覧室のようすなど、文書館の表舞台のイベン

トだけではなく、バックヤードで地道に進んでいる資料の搬入

やクリーニング、整理や撮影など、資料保存と利用のためのさ

まざまなことを、タイムリーに紹介しています。

●Facebookはじめました

　地図やすごろくなどの大型資料を複製化したシートや、過去

の展示で使用したパネルなど、学校で使える資料の紹介を中心

とした、学校連携事業の紹介ページです。

●学校等で使える資料をまとめて掲載

検索結果から画像へ

新しいページも

▲出前授業のようす

▲Facebook

　新たにページ切り替え機能

がついて、冊子体の資料など、

次々とページをめくってみら

れるようになりました。
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橘曙覧（1812～68）

▲『嘉永壬子月次初会之哥』　1852年（嘉永5）
　『嘉永癸丑月次初会之歌』　1853年（嘉永6）
　『嘉永甲寅月並初会歌』　　1854年（嘉永7）
　『若くさ』　　　　　　　　1856年（安政3）
　『若くさ』　　　　　　　　1857年（安政4）

　　　　　　加藤竹雄家文書（当館蔵）A0052-01561～01565

▲加藤理右衛門（1817-85）
　　　　　  加藤昭雄氏提供

▲左：「新番格以下 五」
　右：「子弟輩 八」
　　　　　　 松平文庫　福井県立図書館保管

　当館に寄贈された資料の中から発見された、独楽吟で知られ

る幕末福井の歌人 橘曙覧の歌集について紹介します。

　新たに見つかった歌集5点は木版で刷られたもので、40代前半

に曙覧が編集し、刊行したものです。これまで、曙覧の没後に出

版された『志濃夫廼舎歌集』（1878年）が曙覧の歌が収録され

た最初の歌集とされてきましたが、今回の発見で、曙覧の生前に

編まれた歌集が存在したことがわかりました。

　また、これらの歌集によって「わらや」の名称で曙覧が社中＊

を主宰していたことも初めて確認できました。

　歌集には曙覧が新春の自然や当時の治世について詠んだ歌が5

首掲載されています。
　＊ここでの社中は曙覧を中心に歌を学ぶ仲間のこと。5点の歌集には、福井藩士や商人・
　　庄屋層などのべ約110名をこえる人びとが、府中・鯖江・勝山などからも歌を寄
　　せています。

　越前福井城下の石場町（現福井市つくも1丁目）に生まれた歌人で、「たのしみは」で

はじまる和歌「独楽吟」をよんだことで有名です。曙覧は、古典を研究して日本文化を明

らかにしようとする国学者でもありました。

　正岡子規は「源実朝以後、歌人の名に値するものは橘曙覧ただ一人」と称賛しており、

明治期の歌壇に大きな影響を与えた歌人の一人です。

表紙写真

　500年以上前に作成された、現在当館にある

資料の中で最も古いものです。劒神社（越前町

織田）で神仏に供える灯明に使う油代の管理権

の譲渡について書かれています。

　劒神社の坊院養躰院の隆尊という人物から真

禅院へと権利が譲渡されたことや、朝倉貞景

（天澤様）が裏判（署名・花押）を加えてこの

ことを認めたことがわかります。

特集2　曙覧が編んだ歌集

「越智通兄筆橘曙覧肖像画」
福井市橘曙覧記念文学館蔵
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生前に編まれた歌集

　わらや社中の歌集5点は、吉田郡二日市村（現福井市）の

加藤竹雄家に伝わったもので、当時の当主加藤理右衛門

（号 祐之）が所持していたと考えられます。

　二日市村は日野川との合流点に近い九頭竜川右岸にあり、

江戸時代を通して福井藩領でした。江戸後期、加藤家は、

府中本多家が直接支配した村々（府中領）の大庄屋格の待

遇をうけていました。

　従来から、理右衛門が曙覧に師事していたことは知られ

ており、『橘曙覧全歌集』（岩波文庫）にも、曙覧がはじ

めて加藤家を訪れた際に詠んだ歌2首が収載されています。

　また、理右衛門が書いた日記「安政四丁巳年日録」（1857

年）にも曙覧のもとを訪問した際のことが記されています。

歌集の持ち主加藤理右衛門とは

　曙覧の弟子であった福井藩士河崎致高（三郎助）

や久我景光（操）の履歴は、当館資料叢書『福井

藩士履歴』2（士分を掲載）に翻刻されています。

　くわえて、士分以外の卒や子弟・医師・商人・

大庄屋層等の履歴の筆耕も順次進めており、ここ

から弟子の辻春生（荘太郎）や南部広矛（退蔵）

などの履歴がわかります。

　現在整備中のこれらのデータは、研究・調査は

もちろんルーツ探しなどにも活用できるかもしれ

ません。どうぞ当館までお問い合わせください。

幕末福井の文芸ネットワーク

「（劒大明神灯明料注文）」　1497年（明応6）
つるぎ

（１）（2）（3）（4）（5）

山内秋郎家文書（当館蔵）X0142-00034
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明治期の歌壇に大きな影響を与えた歌人の一人です。
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　500年以上前に作成された、現在当館にある
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ことを認めたことがわかります。

特集2　曙覧が編んだ歌集

「越智通兄筆橘曙覧肖像画」
福井市橘曙覧記念文学館蔵
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生前に編まれた歌集

　わらや社中の歌集5点は、吉田郡二日市村（現福井市）の

加藤竹雄家に伝わったもので、当時の当主加藤理右衛門

（号 祐之）が所持していたと考えられます。

　二日市村は日野川との合流点に近い九頭竜川右岸にあり、

江戸時代を通して福井藩領でした。江戸後期、加藤家は、

府中本多家が直接支配した村々（府中領）の大庄屋格の待

遇をうけていました。

　従来から、理右衛門が曙覧に師事していたことは知られ

ており、『橘曙覧全歌集』（岩波文庫）にも、曙覧がはじ

めて加藤家を訪れた際に詠んだ歌2首が収載されています。

　また、理右衛門が書いた日記「安政四丁巳年日録」（1857

年）にも曙覧のもとを訪問した際のことが記されています。

歌集の持ち主加藤理右衛門とは

　曙覧の弟子であった福井藩士河崎致高（三郎助）

や久我景光（操）の履歴は、当館資料叢書『福井

藩士履歴』2（士分を掲載）に翻刻されています。

　くわえて、士分以外の卒や子弟・医師・商人・

大庄屋層等の履歴の筆耕も順次進めており、ここ

から弟子の辻春生（荘太郎）や南部広矛（退蔵）

などの履歴がわかります。

　現在整備中のこれらのデータは、研究・調査は

もちろんルーツ探しなどにも活用できるかもしれ

ません。どうぞ当館までお問い合わせください。

幕末福井の文芸ネットワーク

「（劒大明神灯明料注文）」　1497年（明応6）
つるぎ

（１）（2）（3）（4）（5）

山内秋郎家文書（当館蔵）X0142-00034
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▲「東尋坊環境整備事業完成式」       
　18184　自然保護課

（1988年度）

▲東尋坊環境整備事業竣工式　　　　 1989年　　83577

▲「越前国坂井郡笹和田村字限地籍絵図」
　　　　　　　　　　　　　　　　A0177-00002

画』（画 993300000505 和昭和は 昭は象は」現象化俗化俗よると、 俗）によ 353 頃から年頃年

問題となり、国定公園指定（昭和43 然公園審議会が環境改善施策実施の付帯年）に際しても、自然公園審議会が環境改善施策実施の付帯

俗化」の内容として「諸施設の配置、内容、形態、決議をしている」とあります。また同書では「俗化」の内容として「諸施設の配置、内容、形決議をしている」とあります。また同書では「俗化」の内容として「諸施設の配置、内容、形態

よって「景観効果の破壊が自然景勝地と無計画で混乱している」こと、このことによ看板類などが無計画で混乱している」こと、このことによって「景観効果の破壊が自然景勝地と

著しく低下させている」ことをあげていました。してのイメージを著しく低下させている」ことをあげていました。

これらに対処するため、1977年度（昭和52 ら福井県と旧三国町（現坂井市）の共同事業と）から福井県と旧三国町（現坂井市）の共同事業と

東尋坊環境整備事業」がスタートしましして「東尋坊環境整備事業」がスタートしまし

事業の目的に「個性ある美しい東尋坊の環た。事業の目的に「個性ある美しい東尋坊の環

境」の創造を掲げ、事業期間12年の歳月と総事

業費22億2千万円を投じたこの事業では、岩場先千万円を投じたこの事業では 岩場

立した建築物を移転撤去し、土地を公端部に乱立した建築物を移転撤去し、土地を公

有化しました。16件の物件移転、約3.5haの用

地買収を行ったのち、跡地を公園化して展望広地買収を行ったのち、跡地を公園化して展望広

場や遊歩道が設けられました。遊歩道 設

そして1989年（平成元）3月30日、事業の完

行われました。その際の事業経過報告か成式が行われました。その際の事業経過報告か

坊の環境整備に至った経過や、事業らは、東尋坊の環境整備に至った経過や、事業

成後の地域の活性化への期待のようすをうか完成後の地域の活性化への期待のようすをうか

知ることができます。なお、完成式のようがい知ることができます。なお、完成式のよう

すは同年3月31日付の「福井新聞」でも「奇岩の

名勝“再生”」という見出しで報じられました。名勝“再生”」という見出しで報じられました。

事業の目的であった「個性ある美しい東尋坊事業の目的であった「個性ある美しい東尋坊

の環境」がいつまでも続き、今後も多くの観光の環境」がいつまでも続き、今後も多くの観光

客が訪れることを願ってやみません。客が訪れる とを願 てやみませ

　

が延々と1kmに渡って続く勇壮そのものの東尋坊は、1935年

（昭和10）に国の名勝・天然記念物に指定されています。また、

68年には、東尋坊を含む越前加賀海岸国定公園が、国から指定を

受けました。とくに、東尋坊の代表的な自然景観である安山岩の

柱状節理の断崖については、周辺の越前松島、雄島とともに「特

別保護地区」に指定され、景観を保護する重要な区域となってい

ます。

　そのような東尋坊ですが、国定公園に指定される以前から「俗

化」現象が問題点として指摘されていたようです。1971年（昭和

46）に福井県の委託調査によりまとめられた『東尋坊環境整備計

画』（50002329）によると、「俗化」現象は「昭和35年頃から

問題となり、国定公園指定（昭和43年）に際しても、自然公園審議会が環境改善施策実施の付帯

決議をしている」とあります。また同書では「俗化」の内容として「諸施設の配置、内容、形態、

看板類などが無計画で混乱している」こと、このことによって「景観効果の破壊が自然景勝地と

してのイメージを著しく低下させている」ことをあげていました。

　これらに対処するため、1977年度（昭和52）から福井県と旧三国町（現坂井市）の共同事業と

して「東尋坊環境整備事業」がスタートしまし

た。事業の目的に「個性ある美しい東尋坊の環

境」の創造を掲げ、事業期間12年の歳月と総事

業費22億2千万円を投じたこの事業では、岩場先

端部に乱立した建築物を移転撤去し、土地を公

有化しました。16件の物件移転、約3.5haの用

地買収を行ったのち、跡地を公園化して展望広

場や遊歩道が設けられました。

　そして1989年（平成元）3月30日、事業の完

成式が行われました。その際の事業経過報告か

らは、東尋坊の環境整備に至った経過や、事業

完成後の地域の活性化への期待のようすをうか

がい知ることができます。なお、完成式のよう

すは同年3月31日付の「福井新聞」でも「奇岩の

名勝“再生”」という見出しで報じられました。

　事業の目的であった「個性ある美しい東尋坊

の環境」がいつまでも続き、今後も多くの観光

客が訪れることを願ってやみません。

前号紹介後に新たに公開した資料群は以下の通りです。（寄贈・寄託資料は除く）

東尋坊環境整備事業完成式

　笹和田村は坂井平野の東部に位置する村で、寄贈

資料によると、田中家は明治期に地主惣代を、

1916年（大正5）の耕地整理において耕地整理員代

表者を務めました。寄贈資料は明治から大正期の笹

和田村の地籍図や耕地整理関係の図面、村是、県内

の刊行物や絵はがきなど175点です。

●田中善右衛門家文書（A0177）　    

▲「慶長三年七月越前国丹生郡玉川浦御検地帳写」  
　　　　　　　　　　　　　　　　 D0076-00001

　玉川浦は越前岬の南側、玉川の流れ出るあたりに

位置します。寄贈資料は玉川浦の浦方文書387点で、

うち近世資料は（1）土地・貢租関係、（2）漁業関

係、（3）普請関係、（4）村方一般など262点、近

代資料は規則・布達や区費・村費の取立帳、明治期

の漁業免許関係の資料など125点です。

●玉川区有文書（D0076）

　三上家は丸岡藩の家老職の家柄で、幕末期には豊尚が藩の財政を担当

していました。豊尚の長男豊夷は明治期に神戸に出て海運業を営んだほ

か、孫文の革命運動を支援したことでも知られています。

　寄贈資料は60点で、ほぼすべて近世資料です。三上家関係の資料が

大半を占めますが、丸岡藩や藩主有馬氏に関係すると思われる資料も若

干含まれています。

●三上豊尚家文書（X0149）

▲「家譜接書（南総之祖廟へ
　 墓参諸事手扣）」
　　　　   X0149-00041

 寄贈資料紹介

▲東尋坊　　　　　　　　　　　       1989年　　83758

東尋坊整備予想図（1979年）70391

新たに公開した古文書紹介

複製本ができたものから公開しています。

●Ａ0068 セーレン追加 福井市     

●M0010 大和田みえ子家 敦賀市  

●O0013 野瀬仁左衛門家 小浜市   

●H0054 中村三之丞家 南越前町

●M0023 竹中竹右衛門家 敦賀市

●P0001  松木荘左衛門家 若狭町  

●Ｉ0082 最勝寺 大野市

●M0517 角埜修一家 敦賀市

●X0588 石川光陽追加 東京都
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の刊行物や絵はがきなど175点です。

●田中善右衛門家文書（A0177）　    

▲「慶長三年七月越前国丹生郡玉川浦御検地帳写」  
　　　　　　　　　　　　　　　　 D0076-00001

　玉川浦は越前岬の南側、玉川の流れ出るあたりに

位置します。寄贈資料は玉川浦の浦方文書387点で、

うち近世資料は（1）土地・貢租関係、（2）漁業関

係、（3）普請関係、（4）村方一般など262点、近

代資料は規則・布達や区費・村費の取立帳、明治期

の漁業免許関係の資料など125点です。

●玉川区有文書（D0076）

　三上家は丸岡藩の家老職の家柄で、幕末期には豊尚が藩の財政を担当

していました。豊尚の長男豊夷は明治期に神戸に出て海運業を営んだほ

か、孫文の革命運動を支援したことでも知られています。

　寄贈資料は60点で、ほぼすべて近世資料です。三上家関係の資料が

大半を占めますが、丸岡藩や藩主有馬氏に関係すると思われる資料も若

干含まれています。

●三上豊尚家文書（X0149）

▲「家譜接書（南総之祖廟へ
　 墓参諸事手扣）」
　　　　   X0149-00041

 寄贈資料紹介

▲東尋坊　　　　　　　　　　　       1989年　　83758

東尋坊整備予想図（1979年）70391

新たに公開した古文書紹介

複製本ができたものから公開しています。

●Ａ0068 セーレン追加 福井市     

●M0010 大和田みえ子家 敦賀市  

●O0013 野瀬仁左衛門家 小浜市   

●H0054 中村三之丞家 南越前町

●M0023 竹中竹右衛門家 敦賀市

●P0001  松木荘左衛門家 若狭町  

●Ｉ0082 最勝寺 大野市

●M0517 角埜修一家 敦賀市

●X0588 石川光陽追加 東京都
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▲「（劒大明神灯明料注文）」　1497年（明応6） 　（山内秋郎家文書 X0142-00034 当館蔵）
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福井県文書館

　たより第22号をお届けします。今号では今年2月にリニューアルした当館のホーム

ページや検索システムの紹介と、新出の橘曙覧歌集を特集しました。今後とも文書

館に親しみをもって利用していただくために、さまざまな取組みを行っていきます。

14.11.55030

健康長寿の福井
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お知らせ

ご利用案内

■フレンドリーバス（無料）をご利用ください。

■開館時間

　午前9時から午後5時まで

■休館日

　月曜日（休日は除く）

　休日の翌日（土、日、休日は除く）

　文書等点検期間（年間10日以内）

　年末年始（12月28日～1月4日）

　清掃整理日（12月以外の第4木曜日、休日の場合は翌日）

編 集 後 記

平成26年12月7日（日）13:30～15:00
「越前に出された秀吉の禁制」（仮）

　講師：藤井 讓治 氏（京都大学名誉教授）
　会場：福井県立図書館多目的ホール
　定員：70名（要事前申込）

平成27年2月22日（日）13:30～15:00
「県外人がみた福井羽二重産地」（仮）

　講師：木村 亮 氏（福井大学教授）
　会場：福井県立図書館多目的ホール
　定員：70名（要事前申込）

文書館専門講座のご案内
　昨年度より、当館の記録資料アドバイザーによる専門講座「ふくいの歴史資料を読み解く」を開催
しています。今年度の開催予定は以下の通りです。　　　　　　   ＊問合わせ・申込みは文書館まで。

　今年度の『福井藩士履歴』3福井県文書館資料叢書11は、平成27年3月末ごろ発刊予定です。既刊
に続く「け～そ」の準備を進めています。
　既刊資料叢書と同様に希望者には文書館閲覧室あるいは送料実費負担にて配布します。

叢書発刊のお知らせ

■ 第1回 ■ ■ 第2回 ■
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アーカイブズ


